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選
挙
過
程
に
お
け
る
利
益
団
体
の
動
向

二
〇
〇
五
年
衆
院
選
・
二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
分
析
と
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
２
調
査
の
報
告

森
　

裕

城

　
（
一
七
八
九
）

一　

は
じ
め
に

　

今
日
の
選
挙
で
政
党
が
勝
利
を
収
め
る
た
め
に
は
、
一
般
に
無
党
派
層
と
呼
ば
れ
る
組
織
さ
れ
な
い
有
権
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
組
織
さ
れ
な
い
有
権
者
は
、
常
に
投
票
所
に
足
を
運
ぶ
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
短
期
的
な
要
因
に

よ
っ
て
投
票
政
党
を
変
更
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
支
持
だ
け
を
当
て
に
し
た
選
挙
戦
を
展
開
す
る
と
、
政
党
は
思
わ
ぬ
敗
北
を
喫
す

る
こ
と
に
な
る
。
政
党
が
中
長
期
的
に
安
定
的
な
選
挙
戦
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
組
織
さ
れ
た
有
権
者
の
存
在
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

組
織
さ
れ
た
有
権
者
が
求
め
る
も
の
と
組
織
さ
れ
な
い
有
権
者
が
求
め
る
も
の
は
相
反
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
で
各
政
党
は

デ
ィ
レ
ン
マ
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ィ
レ
ン
マ
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
、
小
泉
時
代
の
自
民
党
の
選
挙
戦
術
は
卓
越
し
て
い
た
。
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二
〇
〇
四
年
ま
で
の
小
泉
自
民
党
は
、
一
方
で
小
泉
が
「
構
造
改
革
」
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
組
織
さ
れ
な
い
人
々
の
票
を
動
員
し
、
他
方

で
小
泉
の
敵
役
と
な
っ
た
「
抵
抗
勢
力
」
が
打
倒
小
泉
と
既
得
権
益
の
保
持
を
掲
げ
る
こ
と
で
組
織
さ
れ
た
票
を
動
員
す
る
と
い
う
一
挙
両

得
の
選
挙
戦
を
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。
自
民
党
の
中
の
政
治
家
た
ち
が
、
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
効
果
を
理
解
し
て
い
た
と
は
思
え
な

い
が
、
客
観
的
に
は
、
組
織
さ
れ
な
い
有
権
者
と
組
織
さ
れ
た
有
権
者
の
両
方
の
支
持
を
集
約
す
る
こ
と
に
小
泉
自
民
党
は
成
功
し
た
と
い

え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
選
挙
戦
術
の
賞
味
期
限
が
切
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
支
持
が
低
迷
し
た
森
自
民
党
の
後
継
で
あ
っ
た

小
泉
自
民
党
は
、
二
〇
〇
一
年
参
院
選
に
大
勝
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
三
年
衆
院
選
を
乗
り
切
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
四
年

参
院
選
で
は
民
主
党
に
敗
北
し
た
（
た
だ
し
獲
得
議
席
数
の
差
は
一
議
席
。
自
民
党
の
獲
得
議
席
は
四
九
、
民
主
党
の
獲
得
議
席
は
五
〇
）。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
先
の
選
挙
戦
術
の
カ
ラ
ク
リ
が
綻
び
を
見
せ
始
め
、「
構
造
改
革
」
を
叫
ぶ
小
泉
と
「
抵
抗
勢
力
」
と
の
対
決
も
茶
番

劇
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

二
〇
〇
四
年
参
院
選
の
敗
北
か
ら
一
年
後
の
二
〇
〇
五
年
夏
、
小
泉
自
民
党
は
一
挙
両
得
の
選
挙
戦
術
を
捨
て
去
り
、
組
織
さ
れ
な
い
有

権
者
の
票
を
得
る
方
向
に
完
全
に
舵
を
切
っ
た
。
茶
番
劇
が
、
俄
か
に
真
剣
に
よ
る
勝
負
に
転
化
し
、
自
民
党
か
ら
「
抵
抗
勢
力
」
と
呼
ば

れ
る
人
々
が
一
掃
さ
れ
た
。
何
も
か
も
が
常
識
を
超
え
る
そ
の
劇
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
都
市
部
を
中
心
に
大
量
の
組
織
さ
れ
な
い
有

権
者
の
支
持
を
動
員
し
、
小
泉
自
民
党
は
選
挙
に
圧
勝
し
た
。

　

自
民
党
は
衆
議
院
総
定
数
の
六
二
％
に
あ
た
る
二
九
六
議
席
を
獲
得
し
た（

1
）。

自
民
党
が
衆
議
院
で
単
独
過
半
数
を
超
え
た
の
は
、
一
九
九

〇
年
総
選
挙
以
来
一
五
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
結
党
か
ら
順
調
に
議
席
を
伸
ば
し
て
き
た
民
主
党
の
獲
得
議
席
は
一
一
三

議
席
に
と
ど
ま
り
、
目
標
に
掲
げ
た
単
独
過
半
数
は
お
ろ
か
、
前
回
二
〇
〇
三
年
総
選
挙
と
比
較
し
て
六
四
議
席
減
の
惨
敗
で
あ
っ
た
。
そ

の
他
の
既
存
政
党
は
ほ
ぼ
現
状
維
持
で
あ
り
、
選
挙
間
際
に
結
党
さ
れ
た
諸
新
党
に
と
っ
て
は
苦
し
い
戦
い
と
な
っ
た
。

　
（
一
七
九
〇
）
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筆
者
は
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
得
票
分
析
に
関
す
る
報
告
を
、
い
く
つ
か
の
学
会
・
学
会
誌
に
発
表
し
て
き
た（

2
）。

そ
こ
で
の
主
た
る
発

見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
得
票
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
主
に
次
の
三
点
で
あ
る
。
①
自
民
党
の
勝
因
は
都
市
部
に
お
け

る
投
票
率
の
大
幅
上
昇
が
自
民
党
の
得
票
増
に
結
び
つ
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
②
自
民
党
は
全
体
と
し
て
見
れ
ば
得
票
を
大
幅
に
増
加

さ
せ
た
が
、
従
来
強
か
っ
た
農
村
部
に
お
い
て
得
票
水
準
を
下
げ
て
い
る
。
③
民
主
党
は
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し
た
が
得
票
水
準
は
前

回
並
み
を
維
持
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
こ
と
だ
け
を
考
え
れ
ば
①
が
注
目
さ
れ
る
が
、
中
長
期
的
な
選
挙
政
治
の
展
開
を

考
え
る
と
②
や
③
の
持
つ
意
味
の
方
が
大
き
い
と
い
え
よ
う（

3
）。

　

都
市
部
で
の
投
票
率
上
昇
に
よ
る
自
民
党
得
票
の
増
加
が
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
結
果
を
見
て
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
浮
動
票
の
ブ
レ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
選
挙
政
治
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
現

象
で
は
な
い
。
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
む
し
ろ
、
日
本
の
選
挙
政
治
の
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
部
分
、

す
な
わ
ち
農
村
部
に
お
け
る
自
民
党
の
圧
倒
的
優
位
に
明
確
な
変
化
が
見
え
始
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

農
村
部
に
お
け
る
自
民
党
の
得
票
水
準
の
低
下
は
、
組
織
さ
れ
た
有
権
者
た
ち
の
自
民
党
離
反
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
か
も
し
れ

な
い（

4
）。

こ
う
し
た
問
題
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
、
そ
れ
を
ど
う
実
証
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
研
究
の
一
つ
の

課
題
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
の
結
果
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
通
常
の
選
挙
分
析
で
は
あ
ま
り
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
組
織
さ
れ
た
有
権
者
の
動
向
に
光
を
当
て
て
み
た
い
。
組
織
さ
れ
た
有
権
者
に
は
、
候
補
者
の
個
人
後
援
会
、

近
隣
住
民
団
体
、
企
業
な
ど
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
利
益
団
体
の
動
向
を
分
析
す
る（

5
）。

　
（
一
七
九
一
）
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具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
体
系
的
な
団
体
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自

民
党
を
支
え
る
組
織
の
弛
緩
が
、
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
で
本
当
に
起
こ
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
起
こ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
広
が
り
で
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
七
年
の
夏
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
の
結
果
の

分
析
も
不
十
分
な
が
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
以
後
の
選
挙
政
治
の
展
開
に
つ
い
て
も
若
干
議
論
し
た
い
。

二　

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
政
党
の
得
票
動
向

　

議
論
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
結
果
を
確
認
し
て
お
き
た
い（

6
）。

⑴　

選
挙
結
果
の
概
観

　

表
１
の
左
は
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
制
度
に
お
け
る
各
党
の
獲
得
議
席
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
比
較
対
象

と
し
て
前
回
の
二
〇
〇
三
年
総
選
挙
の
結
果
も
掲
載
し
て
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
総
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
第
一
党
が
食
い
違

う
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
自
民
党
が
両
制
度
で
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
議
席
の
変
動
と
い
う
点
で
は
、
比

例
代
表
よ
り
も
小
選
挙
区
の
方
が
大
き
い
。
議
席
率
を
算
出
し
て
み
る
と
、
自
民
党
は
小
選
挙
区
で
五
六
％
↓
七
三
％
、
比
例
代
表
で
三
八

％
↓
四
三
％
と
変
化
し
て
い
る
。
民
主
党
の
方
は
、
小
選
挙
区
で
三
五
％
↓
一
七
％
、
比
例
代
表
で
四
〇
％
↓
三
四
％
と
な
る
。

　

二
つ
の
制
度
で
議
席
の
比
率
が
大
き
く
相
違
す
る
の
は
、「
第
一
党
に
ボ
ー
ナ
ス
を
与
え
る
」
と
い
う
小
選
挙
区
の
特
性
と
、「
得
票
に
応

じ
た
議
席
を
与
え
る
」
と
い
う
比
例
代
表
の
特
性
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
議
席
変
動
で
は
な
く
、
得
票
変

動
を
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。

　

表
１
の
右
は
、
選
挙
制
度
別
に
二
〇
〇
三
年
総
選
挙
と
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
各
政
党
の
相
対
得
票
率
と
絶
対
得
票
率
を
ま
と
め

　
（
一
七
九
二
）



選
挙
過
程
に
お
け
る
利
益
団
体
の
動
向

 

四
九

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

た
も
の
で
あ
る
。
投
票
率
が
異
な
る
選
挙
の
結
果
を
比

較
す
る
際
に
は
、
有
権
者
数
を
分
母
と
す
る
絶
対
得
票

率
の
動
き
を
見
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
絶
対
得
票
率
の

変
動
は
、
議
席
の
変
動
ほ
ど
に
大
き
く
な
い
点
が
印
象

的
で
あ
る
。
前
回
の
選
挙
と
比
べ
る
と
、
絶
対
得
票
率

に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
自
民
党
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
他
の
政
党
は
二
〇
〇
三
年
の
得
票
水
準
を
概

ね
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
議
席
の
上
で

は
惨
敗
を
喫
し
た
民
主
党
も
、
比
例
代
表
で
微
減
、
小

選
挙
区
で
は
候
補
者
数
を
増
や
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

党
全
体
と
し
て
み
る
と
絶
対
得
票
率
を
上
昇
さ
せ
て
い

る
。

　

自
民
党
を
除
く
主
要
な
既
存
政
党
の
得
票
が
現
状
維

持
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
の
み
が
明
確
に

得
票
を
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に

解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
素
直
に
考
え
れ
ば
、
投
票
率

の
上
昇
が
自
民
党
の
得
票
増
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五

主要政党の議席変動
　 小選挙区 比例代表

2003 2005 2003 2005

自 民 党 168 219 69 77
277 290 11 11

民 主 党 105 52 72 61
267 289 11 11

公 明 党 9 8 25 23
10 9 11 11

社 民 党 1 1 5 6
62 38 11 11

共 産 党 0 0 9 9
300 275 11 11

国民新党 2 2
10 4

新党日本 0 1
6 5

新党大地 1
   1

上段：当選者数
下段：候補者数

上段：獲得議席
下段：ブロック数

主要政党の議席変動
　 小選挙区 比例代表

2003 2005 2003 2005

自 民 党 43.85 47.77 34.96 38.18 
25.52 31.58 20.19 25.12 

民 主 党 36.66 36.44 37.39 31.02 
21.34 24.09 21.60 20.41 

公 明 党 1.49 1.44 14.78 13.25 
0.87 0.95 8.54 8.72 

社 民 党 2.87 1.46 5.12 5.49 
1.67 0.97 2.96 3.61 

共 産 党 8.13 7.25 7.76 7.25 
4.73 4.79 4.48 4.77 

国民新党 0.64 1.74 
0.42 1.15 

新党日本 0.20 2.42 
0.13 1.59 

新党大地 0.64 
0.42 

投 票 率 59.86 67.51 59.81 67.46 
有効投票率 58.20 66.09 57.77 65.79 

上段：相対得票率
下段：絶対得票率

表１　選挙結果の概観（衆議院総選挙）

　
（
一
七
九
三
）
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年
の
有
効
投
票
率
を
二
〇
〇
三
年
と
比
較
す
る
と
、
小
選
挙
区
で
五
八
・
二
〇
％
↓
六
六
・
〇
九
％
、
比
例
代
表
で
五
七
・
七
七
％
↓
六
五
・

七
九
％
と
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
自
民
党
の
絶
対
得
票
率
の
変
化
の
規
模
に
概
ね
一
致
す
る
。

⑵　

投
票
率
上
昇
の
効
果

　

投
票
率
（
正
確
に
は
有
効
投
票
率
）
の
上
昇
と
自
民
党
の
絶
対
得
票
率
の
上
昇
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
、
よ
り
詳
細
に
確
認
し

て
お
こ
う
。
図
1
は
、
横
軸
に
有
効
投
票
率
の
増
減
（
二
〇
〇
五
年
の
有
効
投
票
率
と
二
〇
〇
三
年
の
有
効
投
票
率
の
差
）、
縦
軸
に
二
九

七
小
選
挙
区
区
域
に
お
け
る
比
例
代
表
の
政
党
絶
対
得
票
率
の
増
減
（
二
〇
〇
五
年
の
絶
対
得
票
率
と
二
〇
〇
三
年
の
絶
対
得
票
率
の
差
）

を
と
っ
て
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、
社
民
党
、
共
産
党
の
得
票
動
向
を
み
た
も
の
で
あ
る（

7
）。

図 1　 有効投票率の変化と絶対得
票率の変化（比例代表）

民主党

公明党

社民党

共産党

自民党

横軸： 有効投票率の増減
（2005年有効投票率―2003年有効投票率）

縦軸： 絶対得票率の増減
（2005年絶対得票率―2003年絶対得票率）

　
（
一
七
九
四
）
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明
確
な
傾
向
が
見
て
取
れ
る
の
は
自
民
党
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
自
民
党
は
右
上
が
り
の
分
布
を
示
し
て
お
り
、
有
効
投
票
率
が
上
昇
す

る
ほ
ど
絶
対
得
票
率
も
伸
び
る
傾
向
が
あ
る
。
民
主
党
は
、
有
効
投
票
率
の
増
減
と
絶
対
得
票
率
の
増
減
に
明
確
な
傾
向
は
見
出
せ
な
い
。

公
明
・
社
民
・
共
産
の
三
党
に
つ
い
て
は
、
社
民
党
に
若
干
右
上
が
り
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
規
模
は
選
挙
結
果
全
体
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

⑶　

有
権
者
規
模
別
に
み
た
得
票
変
動

　

投
票
率
や
得
票
率
の
変
動
に
地
域
差
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か（

8
）。

図
2
は
、
全
国
の
市
区
町
村
を
有
権
者
規
模
に
よ
っ
て
六
つ
に
分
割
し
、
そ

れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
有
効
投
票
率
と
各
政
党
の
絶
対
得
票
率
の
平
均
値
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
権
者
規
模
は
、
一
万
未
満
を

Ⅰ
、
一
万
以
上
三
万
未
満
を
Ⅱ
、
三
万
以
上
五
万
未
満
を
Ⅲ
、
五
万
以
上
一
〇
万
未
満
を
Ⅳ
、
一
〇
万
以
上
三
〇
万
未
満
を
Ⅴ
、
三
〇
万
以

上
を
Ⅵ
と
し
て
い
る
。
比
例
代
表
で
は
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
名
簿
を
提
出
し
て
い
な
い
政
党
に
つ
い
て
は
、
名
簿
を
提
出
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

の
み
で
計
算
を
行
っ
た
。
小
選
挙
区
で
は
、
当
該
政
党
公
認
候
補
の
票
を
政
党
票
と
み
な
し
、
候
補
者
の
存
在
し
な
い
地
域
は
除
外
し
て
計

算
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
有
効
投
票
率
の
分
布
は
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
で
大
き
な
違
い
が
な
い
た
め
、
比
例
代
表
の
図
の
み
を
掲
載

す
る
。
政
党
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
自
民
党
と
民
主
党
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
有
効
投
票
率
の
変
化
を
見
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
は
、
有
権
者
規
模
が
小
さ
い
地
域
ほ
ど
有
効
投
票
率
が
高
く
、
有
権
者
規
模

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
有
効
投
票
率
が
低
下
す
る
と
い
う
分
布
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
、
有
権
者
規
模

が
大
き
い
地
域
で
有
効
投
票
率
が
大
幅
上
昇
し
た
た
め
、
有
権
者
規
模
が
小
さ
い
地
域
と
大
き
い
地
域
に
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
投
票
率
の
格

差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
自
民
党
の
絶
対
得
票
率
の
変
化
を
見
よ
う
。
自
民
党
の
絶
対
得
票
率
の
分
布
も
、
有
効
投
票
率
の
分
布
と
同
様
、
激
変
し
て
い
る
。

　
（
一
七
九
五
）
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有
権
者
規
模
が
大
き
い
地
域
で
、
絶
対
得
票
率
の
平
均
値
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
農
村
部
で
強
く
都
市
部
で
弱
い
と
い
う
従
来
の
自
民

党
の
姿
を
こ
の
図
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
有
権
者
規
模
が
小
さ
い
地
域
で
絶
対
得
票
率
が
低
下
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
、
都
市
部
に
お
い
て
自
民
党
票
が
劇
的
に
増
大
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
農
村
部
に
お
け
る
自
民
党

の
集
票
力
の
低
下
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
比
例
代
表
と
小
選
挙
区
の
両
方
に
共
通
し
て
い
る
。

　

民
主
党
の
絶
対
得
票
率
の
分
布
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
比
例
代
表
の
方
で
、有
権
者
規
模
が
大
き
い
地
域
で
若
干
の
低
下
が
確
認
で
き
る
が
、

全
体
と
し
て
、
民
主
党
は
前
回
の
得
票
水
準
を
維
持
し
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
追
い
風
頼
み
」
と
言
わ
れ
て
き
た
民
主
党
が
、

自
民
党
が
圧
勝
し
た
二
〇
〇
五
年
の
選
挙
で
、
二
〇
〇
三
年
並
み
の
得
票
水
準
を
示
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

三　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
の
概
要
と
選
挙
過
程
に
お
け
る
団
体
の
動
向

　

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
自
民
党
の
組
織
票
部
分
に
何
ら
か
の
構
造
的
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
本
稿
で
は
、

そ
れ
を
団
体
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
討
す
る
。

⑴　
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
に
つ
い
て

　

選
挙
過
程
に
お
け
る
団
体
の
行
動
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
に
関
す
る
基
礎
的
情
報
の
収
集
そ
れ
自
体
が
重
要
に
な
る
。
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
は
、
特
定
団
体
の
行
動
を
詳
細
に
追
跡
す
る
事
例
研
究
、
質
問
票
に
基
づ
く
サ
ー
ヴ
ェ
イ
調
査
、
国
勢
調
査
や
事
業
所
統
計
の

集
計
デ
ー
タ
に
着
目
す
る
も
の
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
団
体
の
活
動
に
関
す
る
生
き
生
き
と
し
た
情
報
を
引
き
出
す
と
い
う
点
で
事
例

研
究
は
有
力
だ
が
、議
論
の
一
般
化
と
い
う
点
で
は
サ
ー
ヴ
ェ
イ
調
査
が
優
れ
て
い
る
。そ
こ
で
筆
者
の
属
す
る
団
体
基
礎
構
造
研
究
会
（
代

表
・
辻
中
豊
筑
波
大
学
教
授
）
は
、
一
九
九
七
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
調
査
（Japan Interest G

roup Study

）
と
称
す
る
団
体
調
査
を
行
っ
た
。

　
（
一
七
九
六
）
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こ
の
調
査
は
、
東
京
都
と
茨
城
県
の
職
業
別
電
話
帳
（
い
わ
ゆ
る
『
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
』）
の
「
組
合
・
団
体
」
と
い
う
項
目
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
団
体
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
約
四
〇
〇
〇
団
体
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
回
答
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

9
）。

　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
調
査
は
、
そ
れ
ま
で
印
象
的
に
語
ら
れ
て
い
た
事
柄
に
多
く
の
デ
ー
タ
的
裏
づ
け
を
与
え
る
意
義
深
い
調
査
で
あ
っ
た
。
団
体

―
政
党
関
係
に
関
し
て
は
、
団
体
世
界
に
お
い
て
自
民
党
が
依
然
と
し
て
一
党
優
位
状
況
を
維
持
し
て
い
る
点
が
、
デ
ー
タ
か
ら
確
認
さ

れ
た
。
当
時
の
自
民
党
は
、
有
権
者
レ
ベ
ル
で
の
支
持
が
低
迷
し
て
い
た
わ
け
が
、
そ
れ
は
団
体
レ
ベ
ル
に
は
波
及
し
て
お
ら
ず
、
団
体
世

界
に
は
団
体
世
界
特
有
の
政
党
評

価
基
準
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

調
査
は
継
続
し
て
こ
そ
、
多
く

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

チ
ー
ム
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
も

同
様
の
調
査
を
よ
り
大
規
模
に
実

施
し
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2

調
査
の
実
施
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

2
調
査
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
番

号
情
報
株
式
会
社
の
i
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
組

図 2　 有権者規模別にみた有効投票率と
絶対得票率の変化（1996-2005年）

有効投票率平均値（比例代表）

自民党の絶対得票率平均値（比例代表） 自民党の絶対得票率平均値（小選挙区）

民主党の絶対得票率平均値（比例代表） 民主党の絶対得票率平均値（小選挙区）

○印の実線：2005年総選挙　●印の実線：2003年総選挙

　
（
一
七
九
七
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合
・
団
体
」（
平
成
一
七
年
一
二
月
現
在
、
一
九
九
八
五
六
件
）
か
ら
、
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
団
体
や
、
解
散
し
た
団
体
、
団
体
と

認
め
ら
れ
な
い
登
録
情
報
（
店
舗
、
工
場
、
診
療
所
な
ど
の
施
設
類
）
な
ど
を
除
く
九
一
一
〇
一
に
対
し
て
調
査
票
を
郵
送
し
、
最
終
的
に

一
五
七
六
八
団
体
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
回
収
率
・
抽
出
率
：
一
七
・
三
三
％
）。
回
答
団
体
の
都
道
府
県
別
分
布
状
況
を
見
る
と
、
母

集
団
と
回
収
サ
ン
プ
ル
と
の
差
は
、
最
大
一
・
四
％
の
範
囲
で
、
サ
ン
プ
ル
に
地
理
的
な
大
き
な
ば
ら
つ
き
は
な
い
。
調
査
期
間
は
二
〇
〇

六
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
七
年
二
月
で
あ
る
。

　

調
査
に
応
じ
た
団
体
の
分
類
比
率
は
、
農
林
水
産
業
団
体
一
八
％
、
経
済
・
業
界
団
体
二
六
％
、
労
働
団
体
八
％
、
教
育
団
体
四
％
、
行

政
関
係
団
体
六
％
、
福
祉
団
体
八
％
、
専
門
家
団
体
六
％
、
政
治
団
体
二
％
、
市
民
団
体
五
％
、
学
術
・
文
化
団
体
四
％
、
趣
味
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
三
％
、
宗
教
団
体
一
％
、
そ
の
他
一
三
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
団
体
分
類
は
、
電
話
帳
の
分
類
で
は
な
く
、
調
査
票
に
お
い
て
提
示
さ

れ
た
団
体
分
類
（「
そ
の
他
」
を
含
め
た
一
二
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
）
の
中
か
ら
各
団
体
が
自
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

⑵　

団
体
の
選
挙
活
動
と
政
党
接
触

　

以
下
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
の
集
計
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

団
体
が
実
際
の
選
挙
過
程
で
現
在
も
旺
盛
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
で
は
、
次
の
よ
う
な

質
問
で
そ
れ
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。「
あ
な
た
の
団
体
は
、
国
政
選
挙
に
際
し
て
次
に
挙
げ
る
活
動
を
ど
の
く
ら
い
行
い
ま
す
か
。
Ａ
．

会
員
へ
の
投
票
の
呼
び
か
け
、
Ｂ
．
一
般
の
人
へ
の
投
票
の
呼
び
か
け
、
Ｃ
．
資
金
の
援
助
、
Ｄ
．
選
挙
運
動
へ
の
人
員
の
援
助
。」
回
答

形
式
は
、
⑤
非
常
に
頻
繁
、
④
か
な
り
、
③
あ
る
程
度
、
②
あ
ま
り
な
い
、
①
ま
っ
た
く
な
い
、
の
五
段
階
で
あ
る
。

　

図
3
は
、「
非
常
に
頻
繁
」「
か
な
り
頻
繁
」「
あ
る
程
度
」
と
回
答
し
た
団
体
の
当
該
分
類
全
体
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

団
体
の
旺
盛
な
選
挙
活
動
の
姿
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
。
選
挙
活
動
が
特
に
活
発
な
の
は
、
政
治
団
体
、
農
林
水
産
業
団
体
、
労
働
団

　
（
一
七
九
八
）
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体
、
専
門
家
団
体
、
経
済
・
業
界
団
体
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
一
般
的
に
語
ら
れ
る
団
体
の
選
挙
活
動
の
姿
と
整
合
的
な
結
果
と
い
え
よ

う
。
選
挙
活
動
の
モ
ー
ド
と
い
う
点
で
は
、「
会
員
へ
の
投
票
依
頼
」
が
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
団
体
の
選
挙
活
動
に
、
地
域
差
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
部
と
農
村
部
に
お
け
る
活
動
の
量
的
相
違
を
把
握
す
る
た
め
に
、

大
雑
把
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
東
京
都
と
大
阪
府
に
所
在
す
る
団
体
と
そ
れ
以
外
の
団
体
に
分
け
て
み
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。
団
体
分
類

別
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
団
体
分
類
を
掲
載
す
る
と
図
が
煩
雑
に
な
る
の
で
、
主
要
な
団
体
分
類
（
農
林
水
産
業
、
経
済
・
業
界
、

労
働
、
専
門
家
）
の
み
に
限
定
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
当
該
地
域
全
体
に
お
い
て
も
、
分
類
別
に
お
い
て
も
、
東
京
都
・
大
阪
府
以
外
の

地
域
の
方
が
活
動
は
盛
ん
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
農
村
部
の
選
挙
結
果
に
対
す
る
団
体
の
影
響
は
、
都
市
部
に
お
け
る
そ
れ
よ
り

も
、
大
き
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
選
挙
活
動
は
、
い
っ
た
い
ど
の
政
党
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
団
体
の
政
党
接
触

か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
で
は
、団
体
が
ど
の
政
党
に
ど
の
程
度
接
触
し
て
い
る
か
を
、政
党
ご
と
に
五
段
階
（
⑤

非
常
に
頻
繁
、
④
か
な
り
頻
繁
、
③
あ
る
程
度
、
②
あ
ま
り
な
い
、
①
ま
っ
た
く
な
い
）
で
回
答
を
求
め
て
い
る
。
図
5
は
、「
非
常
に
」「
か

な
り
」「
あ
る
程
度
」
と
回
答
し
た
団
体
が
当
該
団
体
分
類
全
体
に
占
め
る
割
合
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
労
働
団
体

を
除
く
す
べ
て
の
分
類
で
自
民
党
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
団
体
世
界
に
お
け
る
基
調
は
、
依
然
と
し
て
自
民
党
の
一
党
優
位

が
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
労
働
団
体
の
接
触
対
象
が
社
会
党
か
ら
民
主
党
に
な
っ
た
点
を
除
け
ば
、
現
在
の
団
体
―
政
党
関
係
は
、

五
五
年
体
制
型
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
言
い
方
も
で
き
よ
う
。
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一
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九
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図 3　団体の選挙活動
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図 4　団体の選挙活動の地域差（東京・大阪とそれ以外の比較）
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図 5　団体の政党接触
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四　

団
体
世
界
に
お
け
る
自
民
党
一
党
優
位
の
相
対
的
低
下

⑴　

選
挙
過
程
に
関
わ
っ
て
き
た
団
体
の
規
模
縮
小
と
活
動
の
停
滞

　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
の
結
果
を
一
瞥
す
れ
ば
、
団
体
世
界
に
お
け
る
自

民
党
の
一
党
優
位
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
た
だ
し
、
現
在

の
自
民
党
一
党
優
位
は
、
か
つ
て
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
に
見

劣
り
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
デ
ー
タ

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
訪
れ
た
の
は
、
自
民
党
が

他
党
に
団
体
の
支
持
を
奪
わ
れ
た
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
以
下
で
見
る

よ
う
に
、
選
挙
過
程
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
分
類
の
団
体
が
規
模
と
活

動
を
縮
小
さ
せ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
の
結
果
に
触
れ
る
前
に
、
二
点
ほ
ど
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
社
会
全
体

が
脱
組
織
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
組
織
に
所
属
し
て
い
る
人
数
が
減

れ
ば
、
そ
の
分
、
選
挙
過
程
に
お
け
る
団
体
の
影
響
力
は
低
下
す
る
。

表
2
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
に
よ
る
有
権
者
調
査
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
〇
年
間
で
日
本
社
会
の
脱
組
織

化
は
か
な
り
進
展
し
て
い
る
。
選
挙
過
程
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
農

　 1976 1986 1996 2005
自 治 会 57.1 69.7 66.5 46.1 
婦 人 会 13.7 11.4 8.4 5.1 
青 年 団・ 消 防 団 1.4 2.1 
婦人会・青年団合計 13.7 11.4 9.8 7.2 
Ｐ Ｔ Ａ 17.9 16.5 11.8 7.6 
老 人 ク ラ ブ 8.8 8.7 
農 林 水 産 7.9 9.4 5.3 5.4 
労 働 組 合 10.0 11.0 7.6 4.4 
商 工 組 合 6.2 5.1 4.5 2.6 
宗 教 団 体 4.9 4.3 3.7 3.3 
同 好 会 9.3 11.7 14.2 13.9 
住民・消費者・市民団体 1.0 1.1 
そ の 他 1.8 1.3 0.7 1.4 
未 加 入 25.3 17.0 20.0 34.1 
不 明・ わ か ら な い 0.9 0.6 0.3 0.4 
＊婦人会・青年団は93年以降、カテゴリーを分割している。
＊老人クラブと住民・消費者・市民団体のカテゴリーは93年から存在している。

表 2　有権者の組織・団体加入状況（明るい選挙推進協会による調査）
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業
、
経
済
、
労
働
の
三
分
野
の
落
ち
込
み
具
合
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
状
況
に
あ
っ
て
は
、
団
体
が
ど
れ
だ
け
積
極
的
に

当
該
政
党
の
支
援
活
動
を
し
た
と
し
て
も
、
選
挙
過
程
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
、
団
体
の
財
政
状
況
の
悪
化
が
継
続
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
図
6
は
、
日
本
に
お
け
る
団

体
全
般
の
財
政
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、『
民
間
非
営
利
団
体
実
態
報
告
』（
経
済
企
画
庁
、
内
閣
府
）
の
各
年
版
か
ら
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
が
数
年
遅
れ
で
団

体
世
界
に
波
及
し
、
一
九
九
七
年
頃
を
画
期
と
し
て
団
体
財
政
の

傾
向
が
急
変
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
〇
二
年
以
降
、
財

政
状
況
は
徐
々
に
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
全
盛
期

の
半
分
強
程
度
の
回
復
具
合
で
あ
る（

10
）。

財
政
状
況
の
悪
化
は
、
当

然
に
団
体
の
政
治
活
動
を
鈍
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

 

選
挙
活
動
に
お
け
る
変
化
―
「
現
在
」
と
「
一
〇
年

前
」
の
回
答
比
較

　

こ
う
し
た
環
境
の
下
で
、
団
体
の
活
動
そ
の
も
の
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
デ
ー
タ
か
ら
見

て
い
こ
う
。
た
と
え
ば
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
で
は
、
過
去
（
具
体

的
な
文
言
は
「
一
〇
年
前
」）
の
選
挙
活
動
や
政
党
接
触
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
団
体
に
尋
ね
て
い
る
が
、

出典：経済企画庁、内閣府『民間非営利団体実態報告』各年版。

合計（経済団体、労働団体、学術・文化団体、他に分類されない非営利団体を合計したもの）

分類別（経済団体、労働団体、学術・文化団体、他に分類されない非営利団体）

図 6　団体の財政規模の推移（1981-2005年）
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そ
の
質
問
に
対
す
る
回

答
と
「
現
在
」
の
活
動

に
つ
い
て
の
回
答
を
比

較
す
る
と
、「
現
在
」

の
活
動
の
方
が
停
滞
化

し
て
い
る
と
自
己
評
価

す
る
団
体
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
デ
ー
タ
で

示
そ
う
。
ま
ず
、
選
挙

活
動
の
停
滞
化
に
つ
い

て
で
あ
る
。
表
3
は
、

同
一
団
体
の
「
現
在
」

と
「
一
〇
年
前
」
の
回

答
（
そ
れ
ぞ
れ
五
段
階

評
価
）
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
農
林
水
産

業
団
体
を
例
に
し
て
、

会員への投票依頼 一般への投票依頼
低　下 変化なし 向　上 低　下 変化なし 向　上

農 林 水 産 業 18.2 73.5 8.3 16.5 75.1 8.3
経 済・ 業 界 16.5 73.4 10.0 17.7 71.8 10.5
労 働 14.3 76.9 8.7 19.2 73.3 7.5
教 育 8.2 75.3 16.5 8.7 76.1 15.2
行 政 関 係 18.0 74.0 8.0 16.7 77.8 5.6
福 祉 15.8 66.4 17.8 24.4 63.3 12.2
専 門 家 9.6 72.0 18.4 10.6 75.6 13.9
政 治 10.7 76.1 13.2 9.6 78.7 11.7
市 民 11.3 78.2 10.5 8.9 74.4 16.7
学 術・ 文 化 12.5 73.2 14.3 17.9 66.7 15.4
趣味・スポーツ 14.3 61.4 24.3 9.7 74.2 16.1
宗 教 3.3 86.7 10.0 7.1 92.9 0.0.

会員への投票依頼 一般への投票依頼
低　下 変化なし 向　上 低　下 変化なし 向　上

農 林 水 産 業 23.0 69.8 7.2 24.2 67.7 8.1
経 済・ 業 界 27.0 64.9 8.1 26.6 64.4 9.1
労 働 26.6 64.5 8.9 24.5 67.7 7.8
教 育 4.8 90.5 4.8 12.5 75.0 12.5
行 政 関 係 33.3 61.1 5.6 27.7 68.1 4.3
福 祉 29.4 55.9 14.7 41.0 50.8 8.2
専 門 家 14.5 76.1 9.4 13.6 66.9 19.5
政 治 12.0 80.3 7.7 10.4 79.1 10.4
市 民 10.7 71.4 17.9 14.9 66.0 19.1
学 術・ 文 化 6.9 82.8 10.3 33.3 59.3 7.4
趣味・スポーツ 16.7 83.3 0.0 7.4 74.1 18.5
宗 教 11.1 88.9 0.0 9.1 90.9 0.0

表 3　選挙活動の変化（現在と10年前との比較）

※ 同一団体の「現在」の活動頻度と「10年前」の活動頻度の回答を比較したもの。 5段階で活
動頻度を尋ねているので、「現在―10年前」を計算することで、活動の変化が把握できる。
※ 計算対象としたのは調査実施の10年前に存在していた団体。この10年間に設立された団体は
含んでいない。また、現在と10年前の両方で当該の選挙活動を「まったくしていない」と回
答した団体も、計算対象から除外した。
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表
の
見
方
を
説
明
し
よ
う
。
た
と
え
ば
「
会
員
へ
の
投
票
依
頼
」
だ

が
、「
現
在
」
と
「
一
〇
年
前
」
の
活
動
に
変
化
が
な
い
団
体
が
七

三
・
五
％
、「
現
在
」
の
方
が
活
動
の
頻
度
が
高
い
団
体
が
八
・
三
％
、

現
在
の
方
が
低
い
団
体
が
一
八
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
計

算
に
あ
た
っ
て
は
、「
現
在
」「
一
〇
年
前
」
の
両
方
で
当
該
活
動
を

ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
と
回
答
し
た
団
体
は
除
外
し
て
あ
る
。
総
じ

て
、
自
民
党
と
関
係
の
深
い
団
体
で
、
選
挙
活
動
の
停
滞
化
傾
向
が

顕
著
で
あ
る
。

　

次
に
、
団
体
の
政
党
接
触
に
つ
い
て
で
あ
る
。
表
4
は
、
選
挙
活

動
の
場
合
と
同
様
に
、
同
一
団
体
の
「
現
在
」
と
「
一
〇
年
前
」
の

回
答
（
そ
れ
ぞ
れ
五
段
階
評
価
）
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
の
選
挙
を
支
え
て
き
た
団
体
分
類
で

あ
る
農
林
水
産
業
団
体
、
経
済
・
業
界
団
体
で
自
民
党
離
れ
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

団
体
の
自
民
党
離
れ
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
民
主
党
に
対

す
る
接
触
行
動
の
活
性
化
で
あ
る
。
労
働
団
体
の
接
触
が
増
え
て
い

る
の
は
、
労
働
団
体
の
社
民
党
離
れ
の
反
映
で
あ
る
が
、
農
林
水
産

業
団
体
、
経
済
・
業
界
団
体
の
接
触
が
増
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ

表 4　政党接触の変化（現在と10年前との比較）

自民党 民主党
低　下 変化なし 向　上 低　下 変化なし 向　上

農 林 水 産 業 12.3 82.5 5.2 3.2 89.2 7.6
経 済・ 業 界 10.0 83.6 6.4 2.6 88.6 8.8
労 働 3.6 88.2 8.2 2.8 73.0 24.2
教 育 4.4 86.1 9.5 1.7 90.8 7.5
行 政 関 係 5.1 91.1 3.8 1.2 94.1 4.7
福 祉 5.6 85.6 8.9 2.3 89.2 8.4
専 門 家 6.5 82.0 11.5 2.3 84.9 12.8
政 治 6.6 78.4 14.9 4.0 74.2 21.7
市 民 4.4 82.9 13.1 2.1 82.5 15.4
学 術・ 文 化 3.2 91.6 5.2 1.4 92.7 5.9
趣味・スポーツ 3.6 85.8 10.6 1.2 89.9 9.0
宗 教 1.9 95.2 2.9 0.0 94.2 5.8
※ 同一団体の「現在」の政党接触と「10年前」の政党接触の回答を比較したもの。 5段階で接
触の頻度を尋ねているので、「現在―10年前」を計算することで、接触行動の変化が把握で
きる。

※ 計算対象としたのは調査実施の10年前に存在していた団体。この10年間に新しく設立された
団体は含んでいない。

　
（
一
八
〇
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る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
の
図
5
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
民
党
の
当
該

分
類
に
お
け
る
優
位
が
揺
ら
ぐ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

⑶　

政
党
支
持
行
動
の
変
化
―
二
〇
〇
四
年
参
院
選
か
ら
二
〇
〇
五
年
総

選
挙
の
間
で

　

以
上
は
、
一
〇
年
間
と
い
う
比
較
的
長
い
ス
パ
ン
で
の
団
体
行
動
の
変
化
を
捉

え
た
議
論
で
あ
っ
た
。
短
期
的
に
は
、ど
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
で
は
、「
あ
な
た
の
団
体
は
、
二
〇
〇
四
年
参
院
選
、
二
〇

〇
五
年
衆
院
選
で
次
に
あ
げ
る
政
党
の
候
補
者
を
支
持
も
し
く
は
推
薦
し
た
り
し

ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
を
設
け
て
み
た
。
こ
の
問
は
、小
泉
自
民
党
の
変
化
に
、

団
体
世
界
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
直
接
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
設
問
で
あ

る
。
回
答
結
果
は
、
表
5
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
参
院
選
と
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
は
、
間
隔
が
近
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
大
き
な
変
化
は
観
測
で
き
な
い
。
た
だ
参
院
選
よ
り
も
、
衆
院
選
の
方
が
、

団
体
の
選
挙
活
動
は
活
発
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
参
院
選
と
衆

院
選
で
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
意
味
を
有
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
農
林
水
産
業
団
体
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
％
で

表 5　2004年参院選、2005年衆院選で当該政党の候補者を推薦、支持したか

　 　 自民党支持 民主党支持
　 全体 04参院選 ％ 05衆院選 ％ 04参院選 ％ 05衆院選 ％

農林水産業 2749 1581 57.5 1511 55.0 144 5.2 151 5.5 
経 済・業 界 3973 1767 44.5 1774 44.7 249 6.3 272 6.8 
労 働 1161 67 5.8 68 5.9 562 48.4 567 48.8 
教 育 560 56 10.0 58 10.4 18 3.2 17 3.0 
行 政 関 係 836 126 15.1 129 15.4 19 2.3 25 3.0 
福 祉 1170 133 11.4 135 11.5 43 3.7 50 4.3 
専 門 家 849 432 50.9 429 50.5 90 10.6 105 12.4 
政 治 332 144 43.4 147 44.3 88 26.5 96 28.9 
市 民 690 49 7.1 48 7.0 28 4.1 29 4.2 
学 術・文 化 584 58 9.9 57 9.8 6 1.0 10 1.7 
趣味・スポーツ 456 57 12.5 55 12.1 15 3.3 16 3.5 
宗 教 135 27 20.0 26 19.3 10 7.4 12 8.9 
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見
れ
ば
必
ず
し
も
大
き
な
変
化
と
は
い
え
な
い
が
（
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
下

落
）、
実
数
で
見
る
と
実
に
七
〇
団
体
分
の
支
持
が
消
え
て
い
る
。
二
〇
〇
五

年
衆
院
選
で
見
ら
れ
た
農
村
部
に
お
け
る
自
民
党
得
票
の
目
減
り
と
深
く
関
係

す
る
動
き
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
支
持
を
取
り
や
め
る
団
体

が
、
農
村
部
に
影
響
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
農
林
水
産
業
団
体
で
確
認
さ
れ
た

わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
団
体
は
別
の
政
党
の
支
持
に
回
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
表
6
は
、
二
〇
〇
四
年
参
院
選
で
自
民
党
を
支
持
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
五

年
衆
院
選
で
は
自
民
党
を
支
持
し
な
か
っ
た
団
体
を
取
り
出
し
て
、
そ
う
し
た

団
体
が
二
〇
〇
五
年
の
衆
院
選
で
ど
の
政
党
を
支
持
し
た
か
を
み
た
も
の
で

あ
る（

11
）。

　

表
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
で
自
民
党
を
支
持

し
な
く
な
っ
た
団
体
の
多
く
は
、
他
党
の
支
持
に
切
り
替
え
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
ど
の
政
党
も
支
持
し
な
い
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注

目
さ
れ
る
農
林
水
産
業
団
体
で
は
、
自
民
↓
民
主
と
い
う
流
れ
も
皆
無
で
は
な

い
が
、
そ
の
数
は
実
数
で
六
団
体
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
当
該
団
体
分
類
全
体
の

〇
・
二
％
の
規
模
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
大
き
な
規
模
で
は
な
い
も
の
の
、
他
党
の
支
持
に
ま
わ
る
と
す
れ

表 6　 自民党支持（04年参院選）→自民党不支持（05年衆院選）という団体の
05年衆院選における政党支持行動

団体数 民主支持 公明支持 共産支持 社民支持
農 林 水 産 120 6 0 0 0
経 済・ 業 界 76 3 0 0 0
労 働 5 1 1 0 0
教 育 2 1 0 0 0
行 政 関 係 5 2 0 0 1
福 祉 8 3 0 0 0
専 門 家 18 2 0 0 0
政 治 3 0 0 0 0
市 民 4 2 0 0 0
学 術・ 文 化 4 1 0 0 0
趣味・スポーツ 5 3 0 0 0
宗 教 2 1 0 0 0
数値はすべて実数。

　
（
一
八
〇
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ば
、
ど
の
団
体
分
類
で
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民
主
党
支
持
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
流
れ
が
今
後
大

き
く
な
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
団
体
世
界
の
基
調
は
依
然
と
し
て
自
民
党
一
党
優
位
の
状
況
に
あ
る
、
②
た
だ
し
、

か
つ
て
の
自
民
党
一
党
優
位
の
状
況
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
は
弱
体
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
③
団
体
世
界
に
お
い
て
民
主
党
の
位
置
は

相
対
的
に
上
昇
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
自
民
党
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
、
④
自
民
党
支
持
を
し
な
く
な
っ
た
団
体
の
ほ
と
ん
ど
は
、
他

党
支
持
に
切
り
替
え
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
変
化
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
ど
の
政
党
も
支
持
し
な
い
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
。

五　

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
後
の
展
開
―
二
〇
〇
七
年
参
院
選
に
お
け
る
自
民
党
の
惨
敗
は
何
を
意
味
す
る
の
か

　

二
〇
〇
七
年
参
院
選
は
、
安
倍
自
民
党
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
安
倍
自
民
党
が
、
こ
の
選
挙
で
組
織
さ
れ
な
い
有
権
者
の
支
持
を
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
を
支
え

て
き
た
組
織
さ
れ
た
有
権
者
さ
え
も
が
自
民
党
か
ら
離
反
を
始
め
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
比
例
代
表
選
挙
に
お
い
て

特
定
組
織
の
支
援
を
有
す
る
候
補
者
個
人
の
得
票
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
な
ど
に
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
し
、
一
人
区
で
自
民
党
が
民
主

党
に
惨
敗
し
た
こ
と
も
、
農
村
部
の
自
民
党
組
織
票
の
離
反
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、

分
析
と
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い（

12
）。

⑴　

結
果
の
概
観

　

ま
ず
参
院
選
の
結
果
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
自
民
党
は
一
二
一
議
席
の
う
ち
の
三
七
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
小
泉
自
民

　
（
一
八
〇
九
）
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党
が
大
勝
し
た
二
〇
〇
一
年
参
院
選
と
比
較
し
て
二
七
議
席

減
、
小
泉
自
民
党
が
苦
戦
し
た
二
〇
〇
四
年
参
院
選
と
比
較
し

て
も
一
二
議
席
減
の
敗
北
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
民
主
党
は

六
〇
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
こ
れ
は
〇
一
年
参
院
選
と
比
較
し

て
三
四
議
席
増
、
〇
四
年
参
院
選
と
比
較
し
て
一
〇
議
席
増
の

成
績
で
あ
っ
た
。

　

民
主
党
勝
利
・
自
民
党
敗
北
の
構
図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
、
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
を
別
個
に
見
る

こ
と
で
大
筋
が
把
握
で
き
る
。
前
回
の
二
〇
〇
四
年
選
挙
と
比

較
し
て
、
議
席
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
の
は
選
挙
区
選
挙
の
方

で
あ
っ
た
。
自
民
党
の
議
席
減
は
比
例
代
表
で
は
一
議
席
減
に

過
ぎ
な
い
が
、
選
挙
区
で
は
一
一
議
席
減
と
な
っ
て
い
る
。
民

主
党
も
、
比
例
代
表
で
一
議
席
増
、
選
挙
区
選
挙
で
九
議
席
増

で
あ
る
。
比
例
代
表
選
挙
は
、
得
票
に
比
例
し
て
議
席
を
与
え

る
制
度
で
あ
る
の
で
、
比
例
部
分
で
の
議
席
変
動
が
小
さ
い
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
全
体
と
し
て
み
た
場
合
の
政
党
得
票
に
は

そ
れ
ほ
ど
の
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
（
た
だ

し
、
比
例
代
表
の
定
数
が
小
さ
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

表 7　主要政党の得票変動

比例代表 選挙区
1998年 2001年 2004年 2007年 1998年 2001年 2004年 2007年

民 主 21.75 16.42 37.79 39.48 16.20 18.53 39.09 40.45
12.33 8.87 20.62 22.42 9.15 9.94 21.24 23.15

自 民 25.17 38.57 30.03 28.08 30.45 41.04 35.08 31.35
14.26 20.84 16.39 15.95 17.20 22.03 19.21 17.94

公 明 13.80 14.96 15.41 13.18 3.30 6.38 3.85 5.96
7.82 8.08 8.41 7.49 1.86 3.43 2.11 3.41

共 産 14.60 7.91 7.8 7.48 15.66 9.87 9.84 8.70
8.27 4.27 4.26 4.25 8.84 5.30 5.39 4.98

社 民 7.79 6.63 5.35 4.47 4.30 3.45 1.75 2.28
4.41 3.58 2.91 2.54 2.43 1.85 0.96 1.30

国 民 2.15 1.87
1.22 1.07

日 本 3.01
1.71

自 由 党 9.28 7.72 1.75 5.54
5.26 4.17 0.99 2.98

有効投票率 56.7 54.0 54.5 56.8 56.5 53.7 54.7 57.3
上段：相対得票率　下段：絶対得票率

　
（
一
八
一
〇
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る
。
衆
議
院
の
比
例
代
表
で
あ
れ
ば
お
よ
そ
四
議
席
分
に
相
当
す
る
）。

　

こ
こ
で
各
政
党
の
得
票
率
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
7
は
、
一
九
九
八
年
参
院

選
以
降
の
主
要
政
党
の
相
対
・
絶
対
得
票
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
得
票
率

に
は
、
選
挙
に
参
加
し
た
人
（
正
確
に
は
有
効
票
を
投
じ
た
人
）
の
中
で
当
該
政

党
の
得
票
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
を
示
す
相
対
得
票
率
と
、
有
権
者
全
体
の

中
で
当
該
政
党
の
得
票
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
を
示
す
絶
対
得
票
率
が
あ

り
、
投
票
率
が
大
き
く
相
違
す
る
選
挙
の
結
果
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
絶
対
得

票
率
を
使
用
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け

て
、
有
効
投
票
率
は
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
上
昇
し
て
い
る
。

　

民
主
党
は
二
〇
〇
四
年
の
時
点
で
、
比
例
代
表
で
も
選
挙
区
で
も
、
自
民
党
を

上
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
今
回
、民
主
党
の
絶
対
得
票
率
は
、比
例
で
プ
ラ
ス
一
・

八
〇
、
選
挙
区
で
プ
ラ
ス
一
・
七
五
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
の
方
は
、
二
〇
〇

一
年
に
得
票
率
が
急
上
昇
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
の
段
階
で
は
そ
れ
も
急
落

し
て
い
た
。
前
回
二
〇
〇
四
年
と
の
比
較
で
見
れ
ば
、
絶
対
得
票
率
の
変
化
は
比

例
で
マ
イ
ナ
ス
〇
・
四
四
、
選
挙
区
で
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
七
に
過
ぎ
な
い
。
相
対

得
票
率
で
見
た
場
合
と
異
な
り
、
変
動
幅
は
か
な
り
小
さ
い
。
自
民
党
を
含
め
、

他
の
政
党
が
概
ね
横
ば
い
・
微
減
と
い
う
結
果
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

投
票
率
の
上
昇
は
民
主
党
の
得
票
増
に
効
果
的
に
働
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

図 7　自民党の得票率変化（都道府県単位）

比例代表 選挙区

横軸：04年の得票率　縦軸 :07年の得票率　● :絶対得票率　○相対得票率

　
（
一
八
一
一
）
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図
7
は
自
民
党
の
得
票
率
の
変
化
を
都
道
府
県
単
位
に
細
分
化
し
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
○
印
は
相
対
得
票
率
、
●
印
は
絶
対
得
票
率
を

示
し
、
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
七
年
の
得
票
率
が
同
じ
水
準
に
あ
れ
ば
、
印
は
対
角
線
上
に
、
二
〇
〇
七
年
が
下
回
っ
て
い
れ
ば
対
角
線
よ

り
下
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
。
選
挙
区
選
挙
の
方
は
、
前
回
と
今
回
で
候
補
者
が
違
う
の
で
、
分
布
の
ば
ら
つ
き
が
若
干
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
比
例
と
選
挙
区
の
分
布
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
絶
対
得
票
率
（
●
）
が
対
角
線
付
近
に
位
置
す
る
の
に
対

し
、
相
対
得
票
率
（
○
）
は
対
角
線
よ
り
も
下
に
位
置
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
道
府
県
単
位
で
見
て
も
、
自
民
党
の
絶
対
得
票
率

に
は
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
な
い
が
、
投
票
率
が
上
昇
し
、
そ
の
大
部
分
が
非
自
民
に
流
れ
た
た
め
に
、
自
民
党
の
相
対
得
票
率
が
全
体
と
し

て
押
し
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
浮
動
票
が
非
自
民
に
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
自
民
党
が
敗
北
す
る
、
典
型
的
な
浮
動

票
逆
効
果
現
象
で
あ
る
。

　

以
上
を
総
括
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
一
年
参
院
選
や
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
と
比
較
す
れ
ば
自
民
党
は
大
惨
敗
と
い
う
印
象
に
な
る

が
、
二
〇
〇
四
年
参
院
選
と
比
較
す
れ
ば
思
っ
た
ほ
ど
の
得
票
変
動
が
生
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
参
院
選
や
二

〇
〇
五
年
衆
院
選
が
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
誰
も
が
認
め
る
点
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
七
年
の
姿
が
本
来
の
自

民
党
の
基
礎
的
集
票
力
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
の
自
民
党
は
、
本
来
の
集
票
力
よ

り
若
干
得
票
水
準
を
下
げ
た
と
い
う
の
が
、
デ
ー
タ
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

⑵　

議
席
変
動
が
あ
っ
た
選
挙
区
の
動
向

　

二
〇
〇
四
年
と
比
較
し
た
場
合
に
大
き
な
得
票
変
動
が
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
二
〇
〇
七
年
の
劇
的
な
議
席
変

動
を
起
こ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
大
規
模
な
議
席
変
動
が
起
こ
っ
た
選
挙
区
選
挙
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
生
じ
る
。
自
民
党
は
前
回

二
〇
〇
四
年
と
比
べ
て
一
二
の
選
挙
区
で
議
席
を
失
っ
て
い
る
。
議
席
を
増
や
し
た
の
は
一
選
挙
区
（
大
分
）
の
み
で
あ
っ
た
。
自
民
が
議

　
（
一
八
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席
を
失
っ
た
一
二
選
挙
区
の
う
ち
、
前
回
と
今
回
の
結
果
が
比
較
可
能
な

一
〇
選
挙
区
（
す
べ
て
一
人
区
）
を
調
べ
る
と
、表
8
の
よ
う
に
な
る
（
定

数
が
二
か
ら
一
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
自
民
党
候
補
の
落
選
が
起
こ
っ
た

栃
木
と
、
郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
し
て
党
を
追
わ
れ
た
藤
井
孝
男
を
支

援
す
る
た
め
に
自
民
党
が
公
認
を
立
て
な
か
っ
た
岐
阜
（
二
人
区
）
を
除

い
た
）。

　

二
〇
〇
七
年
の
議
席
変
動
の
震
源
地
で
あ
る
一
〇
選
挙
区
の
得
票
変
動

を
ま
と
め
た
表
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
選
挙
区
で
は
、
も
と
も
と
自
民
党

と
民
主
党
の
絶
対
得
票
率
の
差
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

八
選
挙
区
で
五
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
差
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主

党
が
絶
対
得
票
率
を
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
か
、
自
民
党
が
五
ポ
イ
ン

ト
落
と
せ
ば
、
当
落
が
入
れ
替
わ
る
状
況
に
二
〇
〇
四
年
の
段
階
で
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
の
民
主
党
勝
利
が
、
こ
う
し
た
素
地
が

あ
っ
て
初
め
て
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
見
逃
せ
な
い
論
点
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
民
主
党
候
補
者
（
民
主
党
推
薦
を
含
む
）
は
軒
並
み
絶

対
得
票
率
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
上
昇
分
の
票
は
、
一
体
ど
こ
か
ら

来
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
の
各
選
挙

区
に
お
け
る
投
票
率
の
伸
び
や
、
そ
の
他
の
党
派
の
得
票
変
動
を
計
算
し

表 8　2004年自民党勝利→2007年民主党（民主党推薦）勝利の選挙区

前回（04年）
自民党と民主
党の絶対得票
率の差

民主党の絶対
得票率の変化
（民主党推薦★）

有効投票率の
変化

共産党＋社民
党の絶対得票
率の変化

自民党の絶対
得票率の変化

島 根 21.4 +15.6 ★ +3.5 ‒1.2 ‒11.0 
山 形  3.6 +13.2 +5.6 ‒3.7 ‒3.9 
富 山 5.1 +11.2 ★ +7.9 ‒6.5 +3.3 
鳥 取 7.5 +10.9 +4.4 ‒3.1 ‒3.4 
石 川 10.7 +8.8 +6.7 ‒1.0 ‒2.3 
愛 媛 4.0 +8.7 ★ +7.2 ‒1.3 ‒0.3 
徳 島 1.9 +8.1 +4.6 ‒1.2 ‒2.3 
香 川 0.8 +7.1 +4.9 ‒1.0 ‒1.2 
佐 賀 2.9 +4.8 +1.5 ‒2.0 ‒1.2 
熊 本 2.6 +4.4 +4.4 ‒1.3 +1.3 
※表にあるのはすべて 1人区。
※島根は国民新党候補、富山・愛媛は無所属候補。
※04年の山形、富山では社民党が候補者を擁立したが、07年では候補者擁立を断念している。
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て
み
る
と
、
民
主
党
の
絶
対
得
票
率
の
上
昇
分
が
、
投
票
率
（
正
確
に
は
有
効
投
票
率
）
の
上
昇
、
共
産
党
・
社
民
党
票
の
目
減
り
、
自
民

党
票
の
目
減
り
を
足
し
合
わ
せ
た
規
模
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
点
が
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
投
票
率
の
上
昇
、
社
民
・
共
産
党
票
の
流
入
、
自

民
党
票
の
流
入
が
、
民
主
党
の
得
票
増
の
正
体
で
あ
る
と
大
筋
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

選
挙
直
後
の
報
道
で
は
、
自
民
党
の
農
村
部
の
票
が
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
激
減
し
た
た
め
に
、
大
規
模
な
議
席
変
動
が
起
こ
っ
た
と
い

う
よ
う
な
解
説
が
多
く
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
正
確
な
解
説
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
効
果
と
い
う
点
で
は
、
ま
ず
第
一
に
投
票

率
の
上
昇
効
果
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
次
の
要
因
と
し
て
、
社
民
・
共
産
党
票
の
民
主
党
流
入
効
果
、
自
民
党
票
の
民
主
党
流
入

効
果
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

投
票
率
の
上
昇
と
社
民
・
共
産
党
票
が
民
主
党
に
流
れ
た
と
い
う
見
立
て
は
、
状
況
か
ら
考
え
て
無
理
の
な
い
推
論
と
い
え
よ
う
。
投
票

率
上
昇
に
つ
い
て
は
、
年
金
問
題
、
大
臣
の
不
祥
事
な
ど
の
短
期
的
な
問
題
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
社
民
・
共
産
党
票
の
目
減
り

と
民
主
党
へ
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
中
期
的
な
二
大
政
党
化
現
象
が
一
層
進
展
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
衆
議
院
で
多
数
の
議
席
を
保
有

し
た
自
民
党
が
、
強
硬
な
議
会
運
営
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
来
の
社
民
党
・
共
産
党
の
支
持
者
が
い
つ
も
よ
り
も
積
極
的
に
戦
略
的
投
票

を
行
っ
た
た
め
、
二
大
政
党
化
の
流
れ
が
一
層
加
速
し
た
側
面
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
山
形
と
富
山
で
は
、
社
民
党
が
候
補
者
擁

立
を
断
念
し
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。

　

自
民
党
票
つ
い
て
は
、
亥
年
現
象
（
亥
年
は
春
の
統
一
地
方
選
挙
の
後
に
夏
の
参
院
選
が
続
く
の
で
集
票
組
織
の
動
き
が
鈍
る
と
い
う
仮

説
）、
市
町
村
合
併
に
よ
る
地
方
議
員
の
減
少
の
影
響
（
自
民
党
の
集
票
の
実
質
的
担
い
手
で
あ
る
地
方
議
員
が
減
る
と
そ
の
分
保
守
票
の

掘
り
起
こ
し
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
）
が
予
測
さ
れ
て
い
た
割
に
は
、
目
減
り
が
少
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
得
票
デ
ー
タ
の
計

算
か
ら
得
票
変
動
の
理
由
を
推
測
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
農
村
部
の
組
織
票
が
総
崩
れ
し
た
と
い
う
評
価
は
、
言

い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
（
一
八
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興
味
深
い
の
は
、
自
民
党
の
減
票
分
が
単
純
に
棄
権
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
民
主
党
に
流
れ
た
形
跡
が
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都

市
―
農
村
の
格
差
問
題
や
農
家
に
対
す
る
補
償
な
ど
を
具
体
的
に
訴
え
た
民
主
党
の
選
挙
戦
術
が
、
功
を
奏
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
候
補
の
支
援
に
回
っ
て
い
た
公
明
党
支
持
票
の
あ
る
部
分
が
、
民
主
党
に
流
れ
た
こ
と
も
多
少
関
係
す
る

で
あ
ろ
う（

13
）。

要
因
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
規
模
は
数
ポ
イ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
何
か
劇
的
な
変
化
が
そ

の
背
後
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
大
雑
把
な
得
票
デ
ー
タ
分
析
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
①
民
主
党
は
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
集
票
力
を
高
め
て

き
て
お
り
、
選
挙
区
選
挙
で
は
数
ポ
イ
ン
ト
で
自
民
党
と
の
差
が
覆
る
選
挙
区
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
②
そ
こ
に
中
期
的
な
二
大
政
党
化

現
象
の
進
展
と
短
期
的
な
投
票
率
上
昇
効
果
が
あ
り
民
主
党
の
得
票
増
が
加
速
し
た
。
③
自
民
党
は
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
で
投
票
率
上
昇
効

果
に
よ
っ
て
大
勝
し
た
が
そ
の
傾
向
は
持
続
せ
ず
、
基
礎
票
も
若
干
の
目
減
り
を
見
せ
た
。
こ
う
し
た
点
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
他
の

選
挙
区
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
。

⑶　

二
〇
〇
七
年
参
院
選
に
向
け
た
政
党
と
団
体
の
動
き

　

こ
う
し
て
近
年
の
国
政
選
挙
を
概
観
し
て
み
る
と
、
自
民
党
と
民
主
党
の
基
礎
的
な
集
票
力
は
拮
抗
し
つ
つ
あ
り
、
有
権
者
レ
ベ
ル
で
の

二
大
政
党
化
は
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
政
党
の
基
礎
力
と
い
う
点
で
、
自
民
党
と
民
主
党
の
間
に
は
、

大
き
な
差
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
本
稿
で
焦
点
を
当
て
て
き
た
団
体
世
界
で
の
包
括
力
の
差
で
あ
り
、
こ
う

し
た
点
を
い
か
に
埋
め
て
い
く
か
が
民
主
党
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
自
民
党
に
と
っ
て
は
こ
れ
を
い
か
に
守
る
か
が
政
権
維
持
の
要
に

な
る
と
い
え
よ
う
。

　

党
の
代
表
に
小
沢
一
郎
が
就
任
し
て
以
降
、
民
主
党
は
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

　
（
一
八
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い
る
。
そ
れ
は
、
実
際
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を

確
認
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
に
は
、「
二
〇
〇
七
年
の
参
院
選
に
向
け
て

次
に
あ
げ
る
政
党
か
ら
働
き
か
け
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
設
け
て
み
た
。

団
体
の
支
持
獲
得
の
た
め
に
、
政
党
が
ど
の
程
度
努
力
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
質

問
で
あ
る
。

　

結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
9
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
団
体
に
対
す
る
働
き

か
け
の
量
と
し
て
は
自
民
党
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
対
す
る
民
主
党

は
、
労
働
団
体
に
対
す
る
働
き
か
け
が
際
立
っ
て
い
る
が
、
他
の
分
類
は
明
ら
か
に

低
調
で
あ
る
。
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
団
体
や
経
済
・
業
界
団
体
な
ど
の
分
類
で
二

〇
〇
四
年
参
院
選
・
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
で
支
持
を
受
け
た
団
体
の
二
〜
三
倍
近
く

の
団
体
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
民
主
党
の
努
力
も
う
か
が
え
な
い

で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
民
主
党
の
団
体
へ
の
働
き
か
け
が
、
ど
の
程
度
、
効
果
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
分
析
が
深
め
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二
〇
〇
七
年

参
院
選
で
は
、
民
主
党
の
小
沢
一
郎
が
地
方
を
行
脚
し
た
り
、
地
方
向
け
の
政
策
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
自
民
党
の
組
織
票
を
奪
い
と
り
、
そ

の
結
果
、
自
民
党
が
惨
敗
し
た
と
い
う
よ
う
な
評
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
、
自
民
党
は
そ
れ
ほ
ど
得
票
水
準
を
下
げ
て
は
い
な
い
し
、
団
体
調
査
の
デ

表 9　2007年参院選前にどの政党からの働きかけがあったか

自　民 民　主 公　明 共　産 社　民
農 林 水 産 業 67.4 14.5 4.6 2.1 2.1
経 済・ 業 界 48.6 16.7 7.6 2.3 1.4
労 働 7.4 55.5 2.8 8.6 27.4
教 育 14.8 6.8 1.8 1.6 2.5
行 政 関 係 18.5 6.6 3.7 0.5 1.6
福 祉 15.5 9.8 5.0 3.9 2.6
専 門 家 52.5 16.5 11.8 1.9 2.0
政 治 46.1 33.4 14.5 7.5 15.1
市 民 14.2 11.9 6.2 4.9 4.2
学 術・ 文 化 11.5 4.5 3.1 0.7 1.5
趣味・スポーツ 13.6 7.2 1.8 1.5 0.9
宗 教 25.2 14.8 2.2 1.5 2.2

　
（
一
八
一
六
）
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ー
タ
か
ら
し
て
も
、
民
主
党
の
団
体
包
括
が
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
効
果
を
挙
げ
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
民
主
党
が
自
民
党
か
ら
距
離
を
置
き
つ
つ
あ
る
団
体
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
、
そ
の
組
織
票
を
民
主
党
投
票
に
向
か
わ
せ
た
と
い
う
流
れ
が
な
い

こ
と
は
、
次
の
表
10
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
参
院
選
で
自
民
党

を
支
持
し
て
い
な
が
ら
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
自
民
党
を
支
持
し
な
か
っ
た
団

体
が
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
で
ど
の
政
党
か
ら
働
き
か
け
を
受
け
た
か
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
主
党
か
ら
の
働
き
か
け
が
こ
れ
ら
の
団
体
に
ほ
と
ん

ど
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
本
稿
の
文
脈
で
最
も
注
目

さ
れ
る
農
林
水
産
団
体
に
そ
れ
は
顕
著
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
と
二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
得
票
デ
ー
タ
分
析
の

結
果
と
団
体
調
査
の
結
果
を
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
、
二
つ
の
国
政
選
挙
に
お

け
る
自
民
党
票
の
目
減
り
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
得
票
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
が
団
体
調
査
の
結
果
と
整
合
性
が
あ
る
か
ど
う

か
を
検
討
し
た
。
本
論
を
総
括
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
小
泉
政
権
の
後
半
期
に

表10　 自民党支持（04年）→自民党不支持（05年）という団体が
2007年参院選でどの政党から働きかけを受けたか

団体数 自民から 民主から 公明から 共産から 社民から
農 林 水 産 業 120 104 9 1 0 1
経 済・ 業 界 76 60 15 3 0 0
労 働 5 2 2 1 0 0
教 育 2 1 1 0 0 0
行 政 関 係 5 3 3 0 0 1
福 祉 8 3 1 1 0 0
専 門 家 18 14 1 0 0 1
政 治 3 2 1 0 0 0
市 民 4 2 2 1 0 0
学 術・ 文 化 4 4 2 0 0 1
趣味・スポーツ 5 3 3 2 1 0
宗 教 2 1 3 0 0 0
数値はすべて実数。

　
（
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八
一
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お
い
て
自
民
党
を
支
持
し
な
く
な
っ
た
団
体
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
の
自
民
党
の
支
持
団
体
が
「
団
体
と
し
て
」
民
主
党
支
持

に
変
化
し
た
と
い
う
流
れ
は
広
範
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
民
党
を
支
持
し
な
く
な
っ
た
団
体
の
大
半
は
、
自
民

党
の
支
持
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
状
態
に
留
ま
っ
て
お
り
、
民
主
党
支
持
に
切
り
替
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

た
だ
、
自
民
党
の
支
持
団
体
が
自
民
党
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
の
意
味
を
、
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
近
年
の
選
挙
結

果
の
意
味
を
解
釈
す
る
上
で
、
こ
の
点
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

組
織
さ
れ
た
人
々
は
、
組
織
の
指
示
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
投
票
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
組
織
か
ら
明
確
な
投
票
依
頼
が
来
な
く
な
れ
ば
、

投
票
す
る
か
棄
権
す
る
か
、
投
票
す
る
と
し
た
ら
ど
の
政
党
・
候
補
者
に
投
票
す
る
か
を
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
人
々
は
従
来
ど
お
り
に
自
民
党
に
投
票
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
中
に
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
短
期
的
争
点
に
応
じ

て
、
他
党
に
流
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
こ
よ
う
。
特
に
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
変
動
が
大
規
模
な
議
席
変
動
を
起
こ
す
小
選
挙
区
制

に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
若
干
の
動
き
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
こ
こ
で
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
数
回
の
選
挙
で
見
ら
れ
た
自
民
党
票
の
数
ポ
イ
ン
ト
の
目
減
り
は
、
団
体
が
自
民
党
に
「
反
逆
」
し
た
の
で
は
な
く
、
団
体
が
自
民

党
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
組
織
化
さ
れ
た
人
々
の
中
に
浮
動
票
的
要
素
が
強
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
す
る
の
が

適
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
農
村
部
に
じ
わ
じ
わ
と
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
浮
動
票
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
、
民
主
党
の
小
沢
戦
略

が
功
を
奏
し
た
と
い
う
の
が
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
細
か
な
点
で
は
あ
る
が
、
民
主
党
が
自
民
党
か
ら
組
織

票
を
丸
ご
と
奪
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

農
村
部
の
団
体
が
自
民
党
か
ら
距
離
を
置
く
だ
け
で
な
く
、
組
織
と
し
て
自
民
党
に
「
反
逆
」
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
組
織
的
に
他
党

へ
の
投
票
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
過
去
の
経
験
か
ら
し
て
、
も
っ
と
大
き
な
規
模
の
得
票
変
動
（
具
体
的
に
は
自
民
党
の
絶
対
得

票
率
の
低
下
を
指
す
）
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り（

14
）、

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
票
の
動
き
は
、
そ
の
水
準
に
は
到
底
及

　
（
一
八
一
八
）
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ば
な
い
。
民
主
党
が
、
組
織
さ
れ
た
人
々
が
浮
動
票
化
し
た
部
分
の
受
け
皿
に
な
る
段
階
か
ら
、
組
織
そ
の
も
の
を
自
民
党
か
ら
奪
い
取
る

段
階
に
進
め
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
党
政
治
の
展
開
次
第
で
あ
る
。
今
後
、
団
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
二
大
政
党
化

が
進
展
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
政
党
制
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論
点
と
な
る
で
あ
ろ
う（

15
）。

（
1
）　

比
例
代
表
の
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
（
定
数
一
七
）
で
は
、
名
簿
登
載
人
数
の
不
足
と
い
う
理
由
で
自
民
党
に
配
分
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
一
議
席
を
、
社
民
党
が
代
わ

り
に
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
自
民
党
の
獲
得
議
席
は
一
議
席
多
い
二
九
七
議
席
で
あ
っ
た
。

（
2
）　

森
裕
城
「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
と
政
党
シ
ス
テ
ム
」
日
本
政
治
研
究
学
会
報
告
（
於　

東
京
大
学
）、
二
〇
〇
六
年
五
月
。H

iroki M
ori, T

he Im
pact of M

ixed 

E
lectoral S

ystem
 on

 V
otin

g B
eh

avior an
d

 C
am

p
aign

 S
trategies in

 Jap
an

, In
tern

ation
al P

olitical S
cien

ce A
ssociation

, F
u

ku
oka In

tern
ation

al 

C
ongress C

enter, 2006.7. 
森
裕
城
「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
と
政
党
シ
ス
テ
ム
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
三
九
号
、
木
鐸
社
、
二
〇
〇
六
年
（
水
崎
節
文
・
森
裕
城
『
総

選
挙
の
得
票
分
析　

一
九
五
八
―
二
〇
〇
五
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年
、
所
収
）。

（
3
）　

前
掲
森
論
文
「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
と
政
党
シ
ス
テ
ム
」（『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
三
九
号
、
木
鐸
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
九
〇
頁
。

（
4
）　

そ
の
理
由
は
一
つ
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
要
因
の
複
合
的
効
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
二
〇
〇
五
年
は
突
然
の
解
散
・
総
選
挙
だ
っ
た
の
で
準

備
不
足
の
た
め
組
織
的
動
員
が
全
般
的
に
弱
ま
っ
た
。
②
農
村
部
の
小
選
挙
区
に
お
い
て
は
自
民
党
候
補
の
楽
勝
選
挙
が
継
続
し
て
き
た
の
で
、
後
援
会
組
織
が
弛

緩
し
つ
つ
あ
っ
た
。
組
織
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
③
小
泉
構
造
改
革
の
影
響
で
農
村
部
に
お
け
る
支
持
団
体
の
離
反
が
顕
在
化
し
た
。
本
稿
の
デ
ー
タ
が

示
す
結
果
が
、
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
の
下
で
発
生
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
例
研
究
も
交
え
て
追
究
し
て
い
き
た
い
。

（
5
）　

本
稿
で
紹
介
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
は
、
文
部
科
学
省
特
別
推
進
研
究
「
日
韓
米
独
中
に
お
け
る
三
レ
ベ
ル
の
市
民
社
会
構
造
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
総
合
的

比
較
実
証
研
究
」（
代
表
・
辻
中
豊
筑
波
大
学
教
授
）
の
一
環
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
別
推
進
研
究
で
は
、
利
益
団
体
調
査
の
他
に
、
自
治
会
調
査
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
調
査
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
政
治
過
程
に
お
け
る
諸
組
織
の
体
系
的
分
析
が
、
別
途
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
調
査
の
概
要
と
現
時
点

に
お
け
る
主
要
な
発
見
に
つ
い
て
は
、
辻
中
豊
・
崔
宰
栄
・
山
本
英
弘
・
三
輪
博
樹
・
大
友
貴
史
「
日
本
の
市
民
社
会
構
造
と
政
治
参
加
：
自
治
会
、
社
会
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
全
体
像
と
そ
の
政
治
関
与
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
四
一
号
、
木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年
、
参
照
。

（
6
）　

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
得
票
分
析
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
は
、前
掲
森
論
文
（「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
と
政
党
シ
ス
テ
ム
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
節
の
議
論
は
、
上
記
の
論
文
の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
が
、
本
稿
の
立
論
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
情
報
な
の
で
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
（
一
八
一
九
）
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（
7
）　

こ
こ
で
比
例
代
表
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
の
は
、
小
選
挙
区
で
は
各
選
挙
区
の
個
別
事
情
（
候
補
者
の
異
動
、
対
立
構
図
の
変
化
）
が
選
挙
結
果
に
強
く
反
映
さ
れ

る
の
で
、
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
の
に
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
が
、
小
選
挙
区
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
付
言
し
て

お
く
。
小
選
挙
区
の
区
域
が
三
〇
〇
で
は
な
く
二
九
七
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
茨
城
一
・
二
・
四
区
域
の
比
例
代
表
政
党
票
を
把
握
で

き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
茨
城
県
の
水
戸
市
と
常
陸
大
宮
市
は
町
村
合
併
に
よ
っ
て
二
つ
の
小
選
挙
区
（
水
戸
市
は
一
区
と
二
区
、
常
陸
大
宮
市
は
一
区
と
四
区
）

に
ま
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
茨
城
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
分
割
地
域
ご
と
に
比
例
票
を
集
計
・
公
表
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
当
該
地
域

の
比
例
政
党
票
の
入
手
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
8
）　

以
下
の
計
算
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併
に
よ
る
集
計
単
位
の
変
化
や
自
民
党
分
裂
選
挙
区
の
動
向
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た

の
で
、
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
が
、
大
き
な
影
響
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
、
森
前
掲
論
文
（「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
と
政
党
シ
ス

テ
ム
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

利
益
団
体
は
、
理
論
上
、
特
定
の
利
益
を
共
有
し
、
継
続
的
で
か
つ
形
式
的
な
規
則
を
有
し
て
い
る
実
態
的
な
組
織
（
た
だ
し
中
央
政
府
や
自
治
体
な
ど
の
国
家

関
連
領
域
の
団
体
、
企
業
な
ど
の
市
場
関
連
領
域
の
団
体
、
伝
統
的
共
同
体
関
連
領
域
の
団
体
を
除
く
）
を
い
う
。
問
題
は
、
こ
の
定
義
に
か
な
っ
て
い
る
団
体
を

抽
出
す
る
作
業
で
あ
る
。
有
権
者
名
簿
の
よ
う
な
「
利
益
団
体
名
簿
」
が
存
在
し
な
い
以
上
、
こ
の
よ
う
な
定
義
に
近
似
す
る
性
格
の
団
体
の
情
報
を
収
め
た
何
ら

か
の
団
体
母
集
団
を
利
用
し
、
そ
の
近
似
団
体
を
利
益
団
体
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
研
究
に
お
け
る
利
益
団
体
の
定
義
は
、
あ
く
ま
で
「
作

業
定
義
」
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
利
益
団
体
の
定
義
と
作
業
定
義
、
調
査
の
概
要
と
結
果
に
つ
い
て
は
、
辻
中
豊
編
『
現
代
日
本
の
市
民
社
会
・

利
益
団
体
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
二
年
、
参
照
。

（
10
）　

こ
の
分
析
に
関
し
て
は
、
辻
中
豊
筑
波
大
学
教
授
よ
り
、
デ
ー
タ
の
提
供
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
解
説
を
受
け
た
。

（
11
）　

表
6
で
、
自
民
党
支
持
を
し
な
く
な
っ
た
団
体
の
数
が
表
5
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
表
5
の
数
値
が
二
〇
〇
四
年
に
は
自
民
党
を
支
持

し
て
い
な
か
っ
た
が
二
〇
〇
五
年
に
は
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
団
体
の
数
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
農
林
水
産
業
団
体
で
は
、
支
持

を
や
め
た
団
体
の
数
が
一
二
〇
、
支
持
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
団
体
が
五
〇
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
み
る
と
七
〇
減
に
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　

二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
分
析
と
し
て
は
、
今
井
亮
祐
・
蒲
島
郁
夫
「
二
〇
〇
七
年
参
院
選
デ
ー
タ
分
析　

な
ぜ
自
民
党
は
一
人
区
で
惨
敗
し
た
の
か
」『
中
央
公
論
』

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
号
、
が
あ
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、「
第
一
次
産
業
就
業
者
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
、
ま
た
、
建
設
業
従
業
者
比
率
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
〇
四
年

に
比
べ
自
民
党
候
補
の
絶
対
得
票
率
が
低
下
す
る
程
度
が
大
き
く
、
民
主
党
候
補
の
絶
対
得
票
率
が
上
昇
程
度
が
大
き
い
」
と
い
う
分
析
結
果
が
注
目
さ
れ
る
論
文

で
あ
る
。

　
（
一
八
二
〇
）



選
挙
過
程
に
お
け
る
利
益
団
体
の
動
向

 

七
七

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
13
）　

読
売
新
聞
と
日
本
テ
レ
ビ
・
同
系
列
局
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
（『
読
売
新
聞
』
七
月
三
一
日
付
二
〇
面
）、
表
8
の
選
挙
区
の
う
ち
七
選
挙
区
で
公
明
党
支
持
者

の
自
民
党
投
票
率
が
下
落
し
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年
と
の
比
較
）。
上
昇
し
た
の
は
、
愛
媛
、
佐
賀
、
熊
本
の
三
選
挙
区
。

（
14
）　

農
産
物
自
由
化
問
題
で
農
村
部
の
組
織
が
離
反
・
反
逆
行
動
を
示
し
た
一
九
八
九
年
参
院
選
の
場
合
で
は
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
絶
対
得
票
率
の
下
落
が
起
こ

っ
て
い
る
。
水
崎
節
文
「
一
人
区
に
お
け
る
自
民
党
の
完
敗　

八
九
年
参
議
院
選
挙
集
計
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
一
〇
号
、
木
鐸
社
、
一
九
九
二

年
（
前
掲
水
崎
・
森
『
総
選
挙
の
得
票
分
析　

一
九
五
八
―
二
〇
〇
五
』、
所
収
）。

（
15
）　

安
定
的
な
二
大
政
党
制
の
背
後
に
は
、
団
体
レ
ベ
ル
の
二
極
化
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
仮
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
済
団
体
が
自
民
党
、
労
働
団
体
が
民

主
党
を
支
持
す
る
と
い
う
意
味
で
の
二
極
化
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
同
じ
経
済
団
体
の
中
で
も
、
自
民
党
を
支
持
す
る
団
体
も
あ
れ
ば
民
主
党
を
支
持
す
る
団
体
も

あ
る
と
い
う
、
同
一
団
体
分
類
間
の
二
極
化
で
あ
る
。
辻
中
豊
「
二
大
政
党
制
の
圧
力
団
体
的
基
礎
」
村
松
岐
夫
・
久
米
郁
男
『
日
本
政
治　

変
動
の
三
〇
年　

政

治
家
・
官
僚
・
団
体
調
査
に
見
る
構
造
変
容
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
六
年
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、二
〇
〇
七
年
度
日
本
政
治
学
会
（
於
明
治
学
院
大
学
）
の
分
科
会
「
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
分
析
」
に
お
け
る
報
告
論
文
に
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

修
正
に
あ
た
り
、
田
中
愛
治
先
生
（
早
稲
田
大
学
）、
浅
野
正
彦
先
生
（
拓
殖
大
学
）、
今
井
亮
佑
先
生
（
首
都
大
学
東
京
）
か
ら
頂
戴
し
た
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
さ
せ

て
た
だ
い
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
2
調
査
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
辻
中
豊
先
生
（
筑
波
大
学
）、
崔
宰
栄
先
生
（
筑
波
大
学
）
か
ら
も
、
多
く
の
便
宜
を
受
け
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
（
一
八
二
一
）


